
 

 

 

 

 

 

 ２年生は１０月２１日（木）・２２日（金）に前後半クラスに分かれて県民の森で林業体験を行いま

した。午前中は園内の植物観察に出かけました。午後にのこぎりで切ることになっているヒノキをは

じめとするたくさんの木々に触れ、植物の多様性を目の当たりにしました。お弁当の後は、ヒノキの

丸太をのこぎりで切ってコースターをつくる体験です。まっすぐに伸びた間伐材を切る時には、グル

ープの仲間が木が動かないように腰掛けて「がんばれ～！」と励ましていました。隣のスペースでは

竹細工体験も行われました。２日目はあいにく雨に降られましたが、生徒たちは限られたスペースで

お互いに譲り合いながら丸太切りをしました。様々な植物に触れ、林業を身近に感じると共に、どん

な困難な状況にあっても協働しながら困難を乗り越えることの大切さを学ぶ機会となりました。 

 

 

 

 

 県民の森での体験学習後も各

自が探究してきた林業について

の報告会が１２月１４日（火）に

行われました。各学級でタブレ

ットとモニターを使って、日本

の林業が衰退したのはなぜか、

外国の木材が安価なのはなぜか

等の内容が報告されました。生

徒たちは新たな発見や報告に対

する質問などをメモしながら聴いていました。総合的な学習は全ての教科を関連づける時間です。社

会科、理科、数学の知識、技術科での実技、国語や英語での表現力など駆使するよい機会でした。 
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 かっぱ祭りの T シャツを寄贈したことか

ら交流が始まったケニアのコイノニア教育

センターの市橋校長が本校を訪問しました。

当日は２年生が体育館に集まり、まず市橋

先生のプレゼンテーションを聴きました。

続いて生徒たちの質問に市橋先生が答えて

くださいました。 

 後日下根中の２年生が書いた振り返りの

文章をケニアの市橋先生のもとに送ったと

ころ返信として次のようなメールが返って

きました。『先日は大変お世話になりました。

短い時間でしたが多くのことを学ばせてい

ただきました。下根中学校の生徒たちの感

想をお送りくださり、ありがとうございま

す。下根中学校の生徒の皆さんには考える力があり、私が伝えたかったことを受け止めてくださって

いることがとても嬉しいです。おかげで私は下根中学校からコイノニアのために多くのことを学ぶこ

とができましたし、また私のお話で少しでも生徒の方々の目が日本の外に向かい、広い世界で生きる

夢を持つきっかけになったとしたら、こんなうれしいことはありません。昨日コイノニアの生徒たち

に私の日本訪問の報告をスライドショーを使って行いました。午前中は陸上大会でしたので、生徒た

ちはピンクとオレンジのいただいた T シャツを着ていました。スライドで下根中学校の生徒の方々の

様子を見せて「この学校があなた方の今着ている T シャツをくださった人たちです」と話したところ

生徒たちから拍手が起こりました。このような交流ができたことを感謝しています。市橋さら 』 

【市橋校長の１１月１７日の講演の要旨】 

・コイノニア教育センターのモットーは「それでも人生に YES と言おう！」です。 

・残念なのは日本の中高生が自分のことを他人と比べて、自己卑下や自信過剰になることです。 

・リスペクトするとは、違いを認めることです。 

・すぐそばにいる友達とは比べなくていい。そうすれば誰のこともリスペクトできると思います。 

・誰かのために何かをすることで自分の隠れた才能を生かすことができると言われています。 

・何かをしたい！何かをしよう！と思うことが大切です。 

・あなたたちを必要としている人がどこかに必ずいる。このことを忘れないでください。 

・下根中のように自分たちの学ぶところを自分たちで掃除することは尊いことだと思います。 

・コイノニアの生徒たちや下根中の生徒たちが世界のために働ける人に育つことを願っています。 

 １２月１５日（水）の５・６校時にイタ

リア在住の研究者、犬丸和雄先生と１年生

の教室をオンラインでつないで交流会を

行いました。生徒たちははじめに犬丸先生

の講義を聴きました。イタリアの概要、ミ

ラノという都市の発展、メディチ家の影

響、イタリア料理とフランス料理の関係な

ど、社会科などで学ぶ内容も随所にでてき

て、生徒たちは興味深そうに聴いていまし

た。その後の質疑では「ミラノは海に面し

ていないのに発達したのはなぜ？」のよう

な本質に迫る質問も飛び出して、犬丸先生

は感心しながら回答されていました。 

 今後はイタリアの現地校の学生たちと

の英語での交流を予定しています。 

イタリア在住の研究者との交流 ～ １年・総合的な学習の時間 

コイノニア教育センター市橋さら校長と２年生の交流～１１月１７日（水） 


